
国指定史跡の追加指定について（「史跡 内裏塚古墳群」） 

令和７年７月２３日  

教育振興部文化財課  

  

 国の文化審議会は、令和７年６月２０日に文部科学大臣に対し、「史跡 内裏
だ い り

塚
づか

古墳群
こふんぐん

」

（富津市）について、追加指定するよう答申しました。 

既指定の内裏塚古墳（墳丘長１４４ｍ）に、周囲の７基の古墳が追加指定されます。 

 富津市の内裏塚古墳群は東国の古墳時代を語る上でなくてはならない、県内で最も 

重要な古墳群の１つです。今後、市の史跡整備計画等に助言・助成していきます。 

 

１ 種別名称  史跡 内裏塚古墳群（富津市）  

内裏
だ い り

塚
づか

古墳
こ ふ ん

、上野
う わ の

塚
づか

古墳
こ ふ ん

、九条
くじょう

塚
づか

古墳
こ ふ ん

、古塚
こ づ か

古墳
こ ふ ん

、稲荷山
いなりやま

古墳
こ ふ ん

、 

三条
さんじょう

塚
づか

古墳
こ ふ ん

、割
わり

見
み

塚
づか

古墳
こ ふ ん

、亀
かめ

塚
づか

古墳
こ ふ ん

（※下線の古墳が追加指定された古墳） 

２ 時  期  古墳時代中期～終末期（５世紀中頃～７世紀） 

３ 内  容  内裏塚古墳は５世紀中頃（古墳時代中期）につくられた、南関東で最大

の前方後円墳です。内裏塚古墳群は、この古墳を核として形成された千葉県でも最大級の

古墳群です。古墳群内には４９基の古墳が発見されていますが、現在では２３基の古墳が

残されています。今回はそのうち、１００ｍ級の大型前方後円墳４基を含めた７基が追加

指定されます。 

 ５世紀中頃から７世紀前半に至るまで、巨大古墳が連綿とつくられ続けている古墳群は

県内には他になく、千葉県だけでなく東国の古墳時代を考えるうえで非常に重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

富津市 

内裏塚古墳群の範囲 

と各古墳の位置関係 


